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鉄は磁石になることは知られていたが・・・
原子配列が寸断される表面において
鉄も磁石になっているかどうかはわからなかった。

磁気フリーデル振動理論@1981

表面で原子磁石の強さが層毎に

振動的に変化する。

理論的な予測はあったが
実験的には未検証で

謎のまま！
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原子層毎に原子レベルで磁石

の強さを測る術がなかった。
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鉄表面の磁気フリーデル振動の存在を初めて実証！

表面付近の原子磁石の強さを評価できる

放射光メスバウアー分光装置

表面の酸化を防ぐ超高真空計測モジュール
＋

鉄の「表面の謎」を解明
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